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高速3号渋谷線火災に関する再発防止対策のレビュー

【火災概要】
①発生日時：平成26年3月20日（木）14時頃
②発生場所：渋谷区南平台町付近(高速3号渋谷線高架下)

弊社の塗装塗替工事現場
③出火理由：塗装塗替工事における塗装除去作業中に、照明器具の電球部分に

シンナーが付着したことにより出火し、足場シートに着火して延焼したもの
（会社推定）

④通行止 解除：平成26年3月23日（日）14時

【①下り線 足場内】 撮影日：3/22 【②下り線 足場下】 撮影日：3/20

【③上り・下り 桁側面部】 撮影日：3/22 【④上り 足場内】 撮影日：3/20

【⑤高速上 舗装】 撮影日：3/20
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高速3号渋谷線火災に関する再発防止対策のレビュー
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高速3号渋谷線火災に関する再発防止対策のレビュー

工事受注者が再発防止対策で求められている火災予防対策 ７号線塗装塗替え工事の対応状況
１－１ 消防法における危険物及び指定可燃物を用いた作業を行う場合は、作業手順を詳細に

記述した施工計画書を提出し、その手順を遵守する。
作業手順を詳細に記載した作業計画書を提出していた。

（作業計画書）

１－２ 施工計画書等※１に記載している作業以外の作業を行う際は、施工計画書等を変更し、
あらかじめ首都高へ提出し、承諾を得る。

作業計画書は、変更されていない。
（作業計画書）

２－１ 防爆性能を有する照明器具等の使用
危険物等を取扱う際は、白熱球等、発火の原因となる恐れがある物品の使用を避け、
防爆性能を有する照明器具等を用いる。

発火の原因となる恐れのある白熱球等は使用せず、ＬＥＤを使用していた。
（現地確認）

２－２ 危険物等の管理
危険物等の数量及び保管方法について関係法令を遵守するとともにチェックシートで具
体的に把握する。

関係法令に則り、作業計画書を作成しチェックシートにより管理していた。 （作業計画書）

平成27年2月17日の現場検証において、当現場の危険物の数量は、消防法に規定されている
指定数量を超過していたことが確認された。これについては平成27年2月19日に撤去完了。

２－３ 危険物等の保管方法及び取扱いに関し疑義がある場合は、事前に管轄する消防署の
確認受ける。

疑義がなかったため、確認していない。
（受注者に確認）

３－１ 首都高にて主催する安全パトロールに参加する等、火災予防に関する安全管理を徹底
する。

首都高が主催した安全大会や安全パトロールに参加していた。
（安全大会出席者名簿）

３－２ 防炎又は難燃性能を有するシートの使用
危険物等を取扱う際は、延焼予防対策として防炎又は難燃性を有するシートを用いるよう
計画し、施工計画書等に記載する。また、防炎又は難燃性能を有していないシートを使用
する際は、使用の範囲を制限した計画とし、施工計画書等に反映する。

作業床（底面部）上は、防炎シート（下層及び中層）とポリエチレンシート※２（上層）の３層構成、
中段足場上は、防炎シート（下層）とポリエチレンシート（上層）の２層構成にて床養生していた。
また、中段足場の下面は、ポリエチレンシートにて養生していた。

（現地確認）

※1 施工計画書等とは、施工計画書及び作業計画書をいう
※2 作業計画書には、言葉を省略し「ポリシート」と記載


